
（総務省27－○） 
【資料１】 政策評価の事前分析表（平成27年度実施政策） 様式例 （評価年度が平成29年度の例）

目標年度

政策
（※１）

名 政策○：○○の推進

担当部局課室名 ○○課、××課

作成責任者名 □□局○○課長 ○○○○

政策の概要 ○○を推進する
分野【政策体系上
の位置付け】

測定指標の選定理由及び目標（値）（水準・目標年度）の設定の根拠年度ごとの実績（値）

基準年度 26年度 27年度 28年度

×××

基本目標【達成すべき目標及び目標
設定の考え方・根拠】

全ての○○が……な程度に……できるようにするため△△を実現。
政策評価実施予定

時期
平成29年８月

施策目標
測定指標

（数字に○を付した測定指標は、主
要な測定指標）

基準（値） 目標（値）

年度ごとの目標（値）

○○○

①
○○調査における△△率

＜アウトカム指標＞
46% 25年度 70%

2 ○○整備率 60% 25年度 80%

25年度 250件

28年度

80%
○○基本計画（閣議決定）において、○○整備率については、28年度
までに80%にすることとされていることから指標として設定。

65% ― ―

28年度

50% 60% 70% ○○の指針において、○○調査における△△率については、50％
(H26)→60％(H27)→70％(H28)と規定されていることから指標として
設定。51% ― ―

28年度

公表の着実な実施 公表の着実な実施 公表の着実な実施

××大綱（閣議決定）等において、○○の状況の公表の実施が定めら
れていることから指標として設定。

○月○日に報道発
表

― ―

△△△

4
○○の状況の公表の着実な実
施

○年○月に○○の
状況を公表

25年度 公表の着実な実施

5 ××制度の見直し

○○審議会におい
て××について審
議し、××の制度
改正についての報
告を○年○月に取
りまとめた

25年度

○年○月の報告を
踏まえ、××制度
改正のために必要
な法案を提出

26年度

○○のためには、△△がより適切に反映される仕組みづくりが必要で
あることから、××制度の見直しを指標として設定。

【参考指標】○○審議会の開催回数
平成24年度：５回
平成25年度：３回
平成26年度：５回

通常国会に提出し
た「××法律案」
は、○月に可決、
成立した。その
後、必要な政省令
等を策定。

○年○月の報告を
踏まえ、××制度
改正のために必要
な法案を提出

4 △△率 50% 25年度 60% 28年度

「～計画」において、△△率を上げることを明記していることから指
標として設定。

×××

60%

28年度

前年度値以上 前年度値以上 前年度値以上 ○○対策の推進により、△△の確保につながることから指標として設
定。（出典：◆◆白書）

注：26年度事前分析表においては目標値を200件にしていたが、○○
のため、250件に変更した。120件 ― ―

③ ××件数 100件

昨年度の事前分析表から測定指標を削除したものは、見

え消しとしてください（公表時には削除したものを公表しま

す）。また、欄外に理由等を明記してください。 



※１ 政策とは、「目標管理型の政策評価の実施に関するガイドライン」（平成25年12月20日政策評価各府省連絡会議了承）に基づく別紙１の様式における施策に該当。

※２ 前年度繰越し、翌年度繰越しの他、移流用増減、予備費での措置等を含む。

※３ 測定指標は施策目標の達成状況が端的に分かる指標を選定しており、必ずしも達成手段と関連しないため「－」となることがある。

※４ 達成手段の概要及び平成2７年度における成果指標等を記載。

注 26年度事前分析表では、△△率を測定指標に入れていたが、「～計画」が廃止されたため測定指標から削除した。

(4)
××法

（昭和○年）
― ― ― ５ ～を提供することによつて、公共の福祉を増進する。

達成手段
（開始年度）

予算額（執行額）
関連する
指標(※３)

達成手段の概要等 (※４)
平成27年行政事業
レビュー事業番号

25年度 26年度 27年度

(2)
××事業

（平成○年度）
●百万円
（●百万円）

●百万円 ●百万円 ２，３ ～に対する支援として、○○を実施。 新27－0001

(1)
●●事業

（平成○年度）
●百万円
（●百万円）

●百万円 ●百万円 １，５

○○ ○年○月○日 ○○○

△△を行った場合の法人税額等の特別控除。

政策の予算額・執行額
●●百万円
（●●百万円）

●●百万円
（●●百万円）

●●百万円
政策に関係する内閣の重要政
策（施政方針演説等のうち主な
もの）

施政方針演説等の名称 年月日 関係部分（抜粋）

(3)
△△に関する租税特別措置

（平成○年度）
― ― ― １，２

～において、○○を整備。

【活動指標（アウトプット）】
○○整備率：○%
【成果指標（アウトカム）】
○○の満足度：○%

0010

（※２） 



            

 

 

【事前分析表記載要領】 

 

 

「政策評価の事前分析表（平成 27 年度実施政策）」（以下「事前分析表」という。）に

ついては、以下の１～７を踏まえ、関係部局で協議・検討を行ったうえで作成していた

だくようお願いいたします。 

取りまとめ担当課におかれましては、内容等の確認・調整を行っていただき、当課へ

の提出をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「政策名」、「分野【政策体系上の位置付け】」、「政策の概要」及び「基本目標【達成

すべき目標及び目標設定の考え方・根拠】」について 

○ 「政策名」、「分野【政策体系上の位置付け】」については、総務省政策評価基本計

画第６章第２節２（１）に基づき記載してください。 

○ 「政策の概要」については、当該政策の概要を簡潔に記載してください。 

○ 「基本目標【達成すべき目標及び目標設定の考え方・根拠】」については、政策効

果に着目した達成すべき目標と、その目標がどのような考え方に基づいて設定され

たのかについて記載してください。また、達成しようとする成果の内容・方向性・

程度が具体的に分かるように記載してください。 

 

 

２ 「担当部局課室名」、「作成責任者名」及び「政策評価実施予定時期」について 

○ 「担当部局課室名」について、当該政策を担当する課室名（当該政策の取りまと

め課室名は必ず記載することとし、それ以外の担当課室名は「他４課室」とするな

ど、省略しても差し支えありません。）を、「作成責任者名」については、当該政策

の取りまとめ課室等、作成責任者の役職・氏名を記載してください。 

 

○ 「政策評価実施予定時期」については、以下に基づき記載してください。     

（留意事項）  
○ 事前分析表の作成に当たっては、アウトカム形式で基本目標・施策目標を記載し 

てください（アウトカムについては参考資料５を参照）。その際、総務省の政策の目

標や効果を定めた文書（総務省ミッションなど）との整合性に注意してください。

○ 測定指標は、施策目標の達成に向けた取組の進捗状況の測定に必要なものを設定

してください。 

○ 目標管理型の政策評価においては、目標を適切に設定することが重要であること

事前分析表において設定した施策目標及び測定指標の達成状況を踏まえた基本目標

の達成度合いを評価することに留意のうえ、施策目標及び測定指標が適切なものと

なるよう、十分検討したうえで設定してください。 

○ 簡潔で分かりやすい文章で記載してください。また、専門用語はできるだけ使用

せず、使わざるを得ない場合は注釈を入れてください。 

 

、
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記載例：・平成 28年度に評価を実施する政策･･･「平成 28年８月」 

・平成 29年度に評価を実施する政策･･･「平成 29年８月」 

・平成 30年度に評価を実施する政策･･･「平成 30年８月」 

※平成 30年度以降の評価実施サイクルについては、評価方法の方針変更が無い限り、

今までの評価実施サイクルで行うこととします。 

 

３ 「施策目標」について 

○ 当該政策の基本目標を達成するための具体的なミッション（アウトカム）を「施

策目標」として設定し、文章で記載するようにしてください（「○○が向上すること」、

「効率的な□□が確立すること」など）。 

 目標が立てやすいまとまり、事後的に評価しやすいまとまり等を単位として設定。 

   

 

４ 「測定指標」、「基準（値）」、「目標（値）」、「年度ごとの目標（値）」及び「年度ごと

の実績（値）」について 

○ 「測定指標」については、上記３で設定した施策目標ごとに、その達成度合いを

測るために必要な指標を設定し、１から始まる算用数字番号を順次付してください。

そのうち、主要な測定指標は、○を付した番号としてください。 

  また、アウトプット、アウトカムに該当する測定指標については、＜アウトプッ

ト＞、＜アウトカム＞と付してください。その際、行政事業レビューシートと齟齬

がないようにしてください。 

 施策目標の達成状況が端的にわかる指標をできる限り記載。 

 行政活動そのもの（アウトプット）ではなく、できる限り行政活動の結果もたら

される影響（アウトカム）を明らかにするものを記載。 

 目標管理型の評価では、各府省共通の５区分により評価することとなっており、

主要な測定指標の状況がどうかが１つの判断基準となっている。 

 

 ○ 評価年度までの途中で測定指標を変更、削除することとなったものは、その旨を

事前分析表の欄外に理由を記載してください。また、目標値を変えた場合は「測定

指標の選定理由及び目標（値）の設定根拠」欄に理由を記載してください。 

 

○ 評価年度までの途中で達成年度が来た測定指標については、削除せずそのままの

形で残してください（評価書作成時には、その測定指標に係る分析も必要に応じ行

うこととなります）。 

 

○ 「基準（値）」及び「目標（値）」については、その性質によって適切に定量的な

指標、定性的な指標を使用し、「基準（値）」については指標を測定する際に基準と

する値及び年度を記載し、「目標（値）」については測定する指標の目標（値）及び

目標を達成しようとする年度を記載してください。 

   なお、「目標年度」については、できる限り当該政策の評価実施の前年度を記載し

てください。例えば、当該政策の評価実施が平成 29年度である場合、測定指標の目

標年度は平成 28年度と記載してください。   

数値化した設定が困難な場合は、定性的なものであっても可としますが、その理
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由を説明できるようにしたうえで、「目標（値）」については目指すべき方向性など

を、「基準（値）」については、その目指すべき方向性など達成すべき水準が具体的

に特定され、事後検証が可能なものを記載してください。その場合は、参考となる

定量的な指標を「測定指標の選定理由及び目標（値）（水準・目標年度）の設定の根

拠」欄に併せて記載してください。 

 

○ 「年度ごとの目標（値）」については、基準年度の翌年度から目標年度までの間に、 

中間的な目標（値）を設定している場合は、それぞれの年度に記載してください。

設定していない場合は、基準年度の翌年度から目標年度までのセルを結合し、目標

年度の目標（値）を記載してください。 

   当該政策の評価サイクルを超える期間を目標年度としている場合は、中間的な目

標（値）を設定してください。 

 

○ 「年度ごとの実績（値）」については、基準年度の翌年度から平成 26 年度までの

実績（値）を記載してください。作成時点で平成 26年度実績が明らかにならないと

きは、実績が明らかになる時期を記載してください。 

  事前分析表は６月末に公表を予定しており、その時点で実績（値）が公表できな

いものは、９月末時点で数値を更新することを予定しています。したがって、９月

末時点で実績値が公表できない測定指標は注書きで対応するか、実績（値）を一年

前のもので公表するようにしてください。 

 

○ 複数の施策目標に重複して測定指標を設定する場合は、施策目標をより大括り化

するなど、できるだけ簡明なものとなるよう検討してください。 

 

５ 「測定指標の選定理由及び目標（値）（水準・目標年度）の設定の根拠」について 

○ 測定指標がどのような理由で施策目標の達成状況を測定するために妥当であると

考えたのかについて記載し、併せてその根拠となる閣議決定や政府方針等があれば

記載してください。 

  また、設定された目標（値）がどのような理由で目標年度までに到達すべき目標

（値）であると考えたのかについても記載してください。 

 

○ 複数の測定指標に共通の説明となる場合は本欄をまとめても差し支えありません。 

 

○ 測定指標の過年度数値や測定指標を補足する参考指標があれば本欄に記載してく

ださい。 

 

 

６ 「達成手段（開始年度）」、「予算額（執行額）」、「関連する指標」、「達成手段の概要

等」及び「平成 27年行政事業レビュー事業番号」について 

○ 「達成手段（開始年度）」については、（１）から始まる括弧付き算用数字番号を

順次付し、当該政策の基本目標を達成するために必要な手段について記載するとと

もに、下段に当該達成手段の開始年度を記載してください。 

  法律、租税特別措置等について、達成手段として認められるものは記載してくだ

- 3 - 



 

さい。 

 予算事業である達成手段については、平成 27 年行政事業レビューにおける事業

単位で記載するとともに、事業名は、平成 27 年行政事業レビューシートの事業

名を記載。 

 

○ 「予算額（執行額）」については、達成手段のうち予算事業について、当初予算、

補正予算、繰越し等（前年度繰越し、翌年度繰越しのほか、移流用増減、予備費で

の措置等のネット合計額）の合計（一般会計、特別会計を問わない。）を記載してく

ださい。また、「25年度」欄には、括弧書きで執行額を記載してください。なお、非

予算関連の達成手段については、記載の必要はありません。 

 

○ 「関連する指標」については、当該達成手段に関連する指標の番号（「測定指標」

に記載した算用数字番号）を記載してください。なお、当該達成手段に関連する指

標の番号がない場合は、「－」を記載してください。 

 

○ 「達成手段の概要等」については、達成手段の概要を記載するとともに、達成手

段を実施することが施策目標の達成又は測定指標の推移にどのように寄与するのか

について、できる限り数値化して記載してください。 

  記載例：○○を実施することにより、××の効率化を図ることで、測定指標の△

△を□□％押し上げる効果があると見込んでいる。 

 

○ 平成 27年度における達成手段の達成目標をできる限り記載してください。記載に

当たっては下記の記載例のとおり、アウトプット目標と目標（値）、アウトカム目標

と目標（値）を記載してください。その際、行政事業レビューシートと齟齬がない

ようにしてください。   

なお、複数の目標と目標（値）がある場合は、主要な目標と目標（値）を記載し

てください。    

記載例：【活動指標（アウトプット）】○○整備率：○% 

【成果指標（アウトカム）】 ○○の満足度：○% 

 

 ○ 「平成 27 年行政事業レビュー事業番号」については、当該達成手段に係る平成

27年行政事業レビュー事業番号を記載してください。 

   なお、法律、租税特別措置等の達成手段については「／」としてください。 

 

 

７ 「政策の予算額・執行額」及び「政策に関係する内閣の重要政策（施政方針演説等

のうち主なもの）」について 

 ○ 「政策の予算額・執行額」については、評価対象政策における当初予算、補正予

算、繰越し等（前年度繰越し、翌年度繰越しのほか、移流用増減、予備費での措置

等のネット合計額）の合計額（一般会計、特別会計を問わない。）を記載してくださ

い。 
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○ 「政策に関係する内閣の重要政策（施政方針演説等のうち主なもの）」については、

施政方針演説等の名称、年月日（国会会期）及び関係部分の抜粋を記載してくださ

い。 

記入に当たって分量が多くなり過ぎる場合には、施政方針演説、閣議決定等のど

こに記載があるのか具体的に特定できる形であれば差し支えありません（例：記載

箇所の章又は節の番号を記入するなど）。 

また、当該年度の閣議決定等と齟齬がないか、閣議決定等が事前分析表の公表直

前に修正されている場合はその内容を反映させているか確認をお願いします。 
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